“The Blue Hotel” : 孤立と責任について by 橋本 知代子
``丁舵 」 :r冴o観"
一孤立 と責 任 に つ いて一
橋 本 知代子
1
この``丁 肋Bluej%げ θ1"(1898)を あえて一つの組織 と見 るな らば,
一まず初 めにFortRomperのPalaceHote1の経営 者Scully,息 子の
Jo漉nieそ して三人の客で構成 されてい る社会 である。
このhotelは 色は淡青色に塗 られ,そ の淡青色 は非常に 目立つ もの
であ り,ど の旅行 者 もそれを見ないです ますわ けV'は,い かないほ どで
あ った。当時の東部特有の赤褐色や暗緑色系統の色にな じんでい る連中
は,Nebraskaの 大 草原に ポゾンと立 っている このHotelの 光景 に圧
倒 され,哀 れみや一種 の恐れ を抱 いたのである。 このHotelの 光 景の
描写 は,Scullyの 腕前 の発揮 と,三 人の客の一一人 であ るtheSwede
の 「恐れ」 を象徴 している。
Scullyは 毎朝毎晩,Romperに とまる鈍行列車 を出迎え に行 き,旅 行
者を勧誘す るのを習慣 と していた。 ある 日,彼 は三人 の客 をつか まえた
のである。一人 は 目つ きが鋭 く恐怖におびえてい るtheSwede,も う
一 人 はtheDakotalineと の境 に近 い農場へ行 く途 中であ る,背 の高い
日焼 け したthecowboy,そ して最後 の一人 は小柄で無 口なtheEast・
・ernerで あ った。Scullyが,こ の三人の客 を引き連れ て入 って き た
.Motelの 中 には,中 央 に巨大 なstoveが 置かれ,火 は不気味 なほ どゴー
ゴーと燃え上が り,後 に起 こる悲劇 の予想 を象徴 している。そ のstove
のそばでScullyの 息子Johnnieと 老農夫が,High-Five"のgameを
や ってい た。Scullyは そ の勝負 をぶ ち こわ し,Johnnieに 客 の荷物を運
一ばせ ,三 人 の客を 引き連れ て洗面所へ と案 内 した。Scullyの 客 に対す る
態 度は丁重 で,恩 恵 の感情 を表わ し博愛 の念にか られ てい たか のよ うに
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も思 われ る行 為を示 した。三人 の客 が洗面器 で顔 を洗 うことか ら,the
Swedeの 特異 な行為が見受け られ る。 他 の二人 の客が顔が真赤 になる
ほ ど洗 ったのに対 し,こ のtheSwedeは 震 えなが ら指 を水 につ けただ
け でや めてしまったし,ま た部屋に戻 った時 もひ ど くおび えた様子 で室
内の一人一人をひそかに品評 してい る よ う で あ っ た。 食事 の時 も,
ただScullyだ けを相 手に 自分の話を したが,反 対 にScullyの 話には
耳 を貸 さず,彼 の視線 は絶 えず人 か ら人へ と移 り,他 の者 に 不 思 議 な
印象 を与 えて い る。そ して最 後に彼 は``......someofthesewestern
communitieswereverydangerous."2)と言い大声 で笑 った。彼 の行
動 には常 に罪 を犯 した者に見 られ る猜疑心 と思われ るひ どい,お びx/」 〉.
あるのが特徴 であった。 また彼 の恐怖に よる奇怪な行為 とHotelを 囲
む 自然には荒れ狂 う海 の よ うな雪景色,吹 き荒れ る風 の激 しさがあ り,
鋭 いおびえ,空 虚,そ して孤立 とい う共 通点 が伺 え られ る。
食事の後,Johnnieと 老 農夫のHigh-Fiveの 勝負が 口論 で終わ り,
Johnnieとthecowboy,そしてtheSwedeとtheEasternerの新
しい組 み合わせが決 ま り,Nigh-Fiveを す ることにな った。勝負が始 ま
る前 にtheSwedeは 襲撃を予期す るかの ように,び くび くした様子で
男 たちの方へ歩み よ り奇妙な笑い声をあげた。 この笑 い声 は他の者に実
に奇妙 な感情 を抱かせ た。 しか しNigh-Fiveの 勝負が始 ま り熱 中 して
い くにつれ,他 の者はtheSwedeの 態度の ことは忘れ てしまった。単
純で感受性 の鈍いthecowboyは 叩 き屋の くせがあ り,い い札が くる
たびに彼は机を叩 き,ま たその都度theSwedeとtheEasternerはみ
じめにな ってい った。gameが 進行す るに連れ,theSwedeの奇妙な
ふるまいを気 にす る者 は誰一人いな くな った。その時,突 然theSwede
がJohnnieに 向か って``亙supPosetherehavebeenagoodmany
menkilledinthisroom."3>と言 い出 した。先 ほ どtheSwedeが 言
った``someofthesewesterncommunitieswereverydangerous"と
い う言葉 と同 じ意味 が,こ の発言 に も含 まれ てい る。Johnnieは この返
答 として,単 に殺人事件 は起 こらない とい う事実を証言 し,theSwede
の言 わん とす る不正 を意味す る 「殺人」,そ して 「危 険」を理解 していな
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い。組 んでいたtheEastemerすら理解 していない。 同情 ぐらいは し
て くれ るとい う期待 を裏 切 られたtheSwedeは,脅 迫を受けたかの よ
うに体 を震わせ,訴 える よ うな視線 をtheEasternerに 向けた。 しか
し彼はおびえなが らも大 げ さな威張 りの姿勢 を忘 れていない。彼 がthe
Easternerに 求 めた ものは 自分 の正 しさの証 明と,自 分 は孤独 ではない
とい う証 明であ る。 また彼 の威張 りの様子 は自分 の正 に対す る責任 の主
張 である。theSwedeは 自らけんか を拒否 してい るが,自 分が殺 され よ
うとしてい ると宣言 してい る。彼が この時宣言 した 「殺人」 は自分 の正
しさの証 明が失なわれた時 の表現であ る。 また正 に対す る自分 の責任 を
責任 のない回 りの者 に消滅 され てしま うことか ら,信 頼す る者がいな く
な り孤独にな ってい く立場 を表現 した ものであ る。 この状況にScully
は息子のJohnnieを 叱 り,立 ち去 るとい うtheSwedeを ひ きとめた。
ScullyはtheSwedeの意 を理解 してい るわ けで はな く単 なる宿泊人
に対す る社会的責任 を もち,他 の三人をせめ ることでtheSwedeを 引
き立 ててい る。 自分が宿屋 の主人 である以上,決 して客 に不愉快な思い
をさせ てはな らない とい う義務が彼に はあ った。Scullyの,こ の不可解
な状況 の質問 に対 し他 の三人 は不思議そ うに,わ けがわ か らないとい う
顔 を し∫全員,個 人 の責任 を逃避 してい る。二 階で荷物 をま とめだ した
theSwedeは,自 分の孤独 を予想 し,恐 れ,回 りの人 間に対 して大げ さ
なふ るまいをす ることで,気 を引 こうとし寂 しさを表現す る。Scullyは
自分の義務 と持ち まえの善人ぶ りを発揮 し,西 部 に対 す る恐怖心に とら
われた もの とtheSwedeを 解 し,こ の地 もやがて大 都会にな ることを
theSwedeに 説明 し,立 ち去 ろ うとす る彼 をなだめ,そ して 自分の部屋
に連れて行 った。そ こでScullyは 人間の情 につけ こみ,自 分の娘 や息
子を 自慢す ることに よってtheSwedeの 気をほ ぐそ うとす るが,the
Swedeは 彼 の話 に耳 を貸 さず,お びえた囚人 の ようであ った。Scullyは
寝台 の下か ら,whisky-bottleを 出し,theSwedeにwhiskyを飲 ませ,
安心感を もたせ ようと努 めた。Scullyの 行為は客に対す る愛情を もっ
た行為 であるが,theSwedeに 立ち去 られ て,後 に悪い評判をたて ら
れて はな らない とい う,自 衛的な計算 された もてな しであ り,真 にthe
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Swedeを 思いや るものではな い。theSwedeは 憎悪 に燃 え るまな ざし
を 向けなが らも,そ のwhiskyを 飲 み,酒 の勢いで気 を強 くし孤独 と
不安を緩和 させて他の三人の所へScullyと 大声 で冗談 をかわ しなが ら
戻 った。ScullyのtheSwedeに対す る もてなしに,Johnnieは 反 抗 し
た。Johnnieは 自分の行為 とtheSwedeの 不可解な行為に関連性 を見
い 出さず,父 が宿屋 の人聞 で受け身であ るとい う立場を も理 解 してい な
い。theSwedeは 他 の者 よ りも一段上で あるとい う強気な態度 を とって
いた。Scullyは 息子 のJohnnieに ここが宿屋であ ることを強調 し商売
としての義務を告白す る。Scullyは 社会的立場 におけ る商 売 人 と し
て,moralityを もった責任感 のあ る人 間だが,そ れ は彼 の一面 にす ぎ
な い ものであ る。
夕食 の席 でtheSwedeは,彼 を尻押 しす るScullyだ けを味方 とし,
狂気 と表現 され るかの よ うにふ るまった。回 りの者は,み な彼 のふ るま
いに圧倒 されていた。 彼は 自分 の信念 の正 しさを 象徴す る かの よ うに,
一・人 一人の顔を残忍な軽蔑 に満 ちた 目でながめた。theSwedeがfork
で パ ンを とろ うとした時,同 じパ ンを とろ うとしたtheEasternerの
手 にあや うくforkが 突 き刺 さ りそ うになった。そ のforkが 突 き刺そ
うとした もの は,先 ほ どの勝負 で裏切 られ たtheSwedeの,theEast-
ernerに 対す る反抗である。
夕食 の後,男 たちが別室に歩い てい くときtheSwedeは,Scullyの
昔,倒 れた ときの傷 あ とを もつ肩 を情 容赦 な く叩 いた。 この一一Scully
は この仕打ちに怒 りを覚}た が,自 分 が宿屋 の主人 である とい う立場 の
弱 さ とtheSwedeの 調子 にの った新 しい態度 は 自分 の責任 であ るとわ
きまえて,弱hし い笑みを浮 かべただけであった。 このScullyの 態度
は,他 の者 に も認め られてい るが,し か しJohnnieは,こ の律義 な父
を批判 してい る。 ∫ohnnieに とって宿は 自分 の感知す るところで は な
く自分 に不愉快 な ことが あれば 自分 の客であ ろ うとも関係な い の で あ
る。Scullyの ような打算はないに して も,自 分の立場 を把握 で きない





.Johnnieに とってScullyの 責任に よる忍耐は父 の性格の弱さであ った。
夕食 の後,theSwedeはScullyの反対 に もかかわ らず再度High-
Fiveのi負 を提案 した。 先ほどか らの 自信で彼 の口調は常に脅 迫めい
た ものがあ り強勢 した ものであった。thecowboyとtheEasterner
は提案に応 じた。theSwedeはJohnnieの方に視線を向け二 人 の視
線 が刃の よ うに交差 した後Johnnieは,に っこ り笑 って提案 に応 じた。
'theSwedeの 脅 迫めい た 口調は彼の 自己 の正義 の自信を象徴 した もの
で あ り,そ れに対 してJohnnieの 微笑み は慰み半分 でや る,ほ んの遊
び であ る勝負に対す る自信 とず るさを象徴 している。High-Fiveの 勝負
・は始 ま りtheSwedeは 再びtheEasternerと 運命を共にす る ことに
・なった。前の勝負 でthecowboyの くせで あった叩き屋が今回 の勝負
で はtheSwedeの ものに なっていた。突然,theSwedeがJohnnie
・に 向か って言 った。``Youarecheatin!"5)この言葉で小 さな部屋 は醜
悪 な もの と変 わ り他 の者 は形相を変1て しまった。先 ほ どの勝負にお い
てtheSwedeの 言 った 「殺人」 は今回 の勝負 で彼 が宣言 した 「イ ンチ
キ 」に結びつ く。前 回,け んか を否定 したtheSwedeが 今回,巨 大 な
こぶ しをJohnnieの 顔面 にふ りか ざしJohnnieは そ の こぶ しの向 こう
で 自分 を非難す るtheSwedeの 燃 える ような まな ざしを見つめ た。 自
ら 「イ ンチキ」 と宣言 し,に ぎ りこぶ しをか ざ したtheSwedeの 行為
、は,Jahnnieの 不正 に対 して勘忍袋 の緒が切れ た結果 のみ の行為 ではな
く自分 の正義を押 し通す彼 の主張 と自ら孤立 して しまうことを乗 り越 え
闇た勇気 であ り,ま た正 に対 す る責任 の表 明を表わ している。ぼ う然 と立
ちつ くす 他の三人 と当事 者二名の沈黙が破れ,激 しい 口論 がかわ され他
の者の仲裁 もむ な し くScullyの 許可 で,全 員立ち合いの もとで決斗 を
・す ることが決 まった。仲裁 のとき,theEasternerは 懇願す るように小




theEasternerに とって もJohnnieと 同 じく,High・Fiveは,た だ
の遊 びであ り大 きな意味 はな く,こ の争 いに よる悲劇 の到 来を恐れ てい
る。
男たち は戸 外へ 出た。JohnnieとtheSwede以外の者は興 奮 し動揺・
していた。Johnnieは 決 して孤独 ではない。彼 の肉親 であ る父親Scully
は決斗を決定 した以上,宿 屋 の主人か ら肉親 の父親 の立場に戻 るか らで
あ る。五人 の男 たちが決斗場へ と歩 く風 景は荒れ狂い,気 違いの よ うな
風 と渦巻 く雪片が全員 の心理を異常な もの とした。 また,こ の描写が大
悲劇 の結 末を予想 させ る。歩 きなが らtheSwedeは 孤独を恐れ,ま た
自らそれを予想 し自分 以外の者全員 の襲撃を予想 し非 難 し た。Scully
は公平 な立場 で息子を負かし さ}す れば よい ことをtheSwedeに 言い
きかせ決 斗が始 まった。theEasternerは この決斗を実に冷静に見て
いる。彼 は決斗 の始 まる前 の空気 の重 々しさに苦 しみ,決 斗 の終結だけ
を待 ち望 んだ。thecowboyの``Goit,Johnnie!goit!killhim!'
killhim!"7)と い うJohnnieに 対す る無責任な声援 とは正反対に,彼 は
何 も言わ ず勝敗 な ど関係 な く心 を空虚 にしている。最終的 にこの決斗 は
theSwedeの 勝利 に終わ るが,theSwede、の栄光 の裏に は克 明な孤独
な姿が潜 んで いる。Scullyは 父親 として息子Johnnieの 敗北を嘆 き,倒:
れ た息子 をみ じめに思 うが,theSwedeに は勝利 者 として彼 を認 め,公
平 な立場 を忘 れてはいない。感受性 の乏 しいthecowboyはtheSwede.
の悪 口を言 うだけである。 決斗に負 けたJohnnieは 自分 を くや し く思
い,"DidIhurt-hurthimany?"8)とScullyにたずね るのであ る。
彼 の言 う"hurt"と い うのは世 の中のず るさであ り,正 義 だけ では生 き
られ ない人 間のむな しさである。単 なる遊 びにす ぎない と思 っ て い た
Johnnieに とって,theSwedeの 恐 ろ しい程 の潔癖 さは重荷だ ったので
ある。彼 は,theSwedeの 正に対す る追 求力に圧倒 され て負 けたのであ
る。彼 の敗北に,が てんがいかないthecowboyは 自分 が相手 にな りた
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い と望む が,そ のけんかはあ くまで もJohnnieの けんかであ り,John--
nieの 敗 北を他人がつ ぐな うわ けにはいかない とい う,Scullyの 説得 で
thecowboyは 怒 りをお さ}た 。Scullyは 常に親の弱味をひた隠 し,
theSwedeの 支払 い も拒否す る。以前 の ようにScullyは 客の前 では宿
の主人 として威厳 を くず さないのである。theSwedeが 嘲笑の一べつ を・
投げ捨 てて外へ 出て行 った後,Scullyは 父親 としての くや しさを表わ
し,決 斗を許可 した自分 の責任を嘆 き,theSwedeの 悪 口をぶ ちまけー
る。 しか し彼 には最後 までtheSwedeの 正 義を認 める能 力が な い の
である。
勝負に勝 ったtheSwedeは す さま じい嵐 の中を栄光をかみ しめ,荒
れ狂 う環境 を も彼 の得 た 自信 と強気 で押 しのけて歩 いていった。彼 は一・
軒 の酒場 に入 り,whiskyを 一息に グイ グイ と飲 み 自慢気 に 自分 の勝利
を話 した。彼 は酒 の勢 いで,自 信 か ら,う ぬぼれへ と化 し,と な り の
tableで 飲 んでいた四人 の うち の一人 であるthegamblerに,無理 や
りに酒 を飲 ませ よ うとした。``Takeyourhandofだmyshoulderand.
gowayandmindyourownbusiness"9)と言 った男だ けの世 界で認 め・
一られてい る信頼 の厚 いthegamblerの 忠告を よそに,theSwedeは 酒
の勢い とうぬぼれでthegamblerに くってかか り,の どもとを つ かみ
"What!Youwontdrinkwithme,youlittledude?"10}とど な り
散 らし,結 局thegamblerの 刃物 に刺 され て殺 され てしまった。the
Swedeは 慰 み半分 のHigh-Fiveのgameのいか さまの指摘 で勝利 を
得,そ して皮肉 に もprofessionalの いか さま師 で あ るthegambler一




hotelで 支払わなか った金額の意味の総決算が ここで支払われ ること
になったのであ る。・
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theSwedeの 死 後,数 ヵ 月 が 過 ぎ,theEasternerはtheDakota
'1i
neの 境 に 近 い 小 さ な 農 場 で 働 くthecowboyをた ず ね,thegambler
・の 三 年 と い う軽 い 刑 を 告 げ る 。thecowboyはtheSwedeの 死 を 自 業
自 得 と 言 い,単 な る 運 命 の 成 り行 き と思 っ て い る 。 そ れ に 対 し,the
=Easternerはthecowboyを 馬 鹿 に し,Johnnieの イ ン チ キ の 真 実















こ の``TheBlueHotel"はsectionIXか ら成 り,作 者Stephen
・Crane(1871～1900)の主 張 及 び こ の 作 品 のthemeは 最 後 のsection
_IXに 集 結 さ れ て い る 。 こ のsectionでtheEasternerの言 っ た``.._.
Everysinistheresultofacollaboration"とい う連 体 性 にtheme
を お い た 場 合,theSwedeの 「不 安 」 と 「恐 怖 」 は ど の よ うに 検 討 さ れ
る で あ ろ うか 。theSwedeの お び}か ら く る 奇 怪 な 行 動 は 他 の 者 に 「西
部 に 対 す る 恐 れ 」 と解 さ れ て い る が,こ の 作 品 を 総 体 的 に 見 て み る と,
そ の よ うに は 解 さ れ な い 。theSwedeの 恐 怖 は 道 徳 的 な 正 義 に 対 す る
:責 任 を 回 避 す る人 間 た ち か ら孤 立 し て し ま うお び え で あ る 。theEast-
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ernerの 言 う「連体性」は,個 人個入 の責任 を集結 した ものであ り,そ の・
責任 を貫 く人 間が一入で ある場合,ず るさを まとった人 間の間 では責 任
を貫 くがゆえに,「 孤 立」とい う立場 にそ の人 間をおいて しま うのであ る。,
「連体性」の要素 であ る 「責任」 は,決 斗にふみ きったtheSwedeの 勇
気に描写 され,ま たtheSwedeの 死は,責 任を回避 し勇気の もてない
回 りの人 間 の道徳的 な罪 の結果 を表わ してい る。theSwedeの 「恐怖」
「おびえ」を中心 として書かれ たsectionVIIIま で の文は,「 責任」
とかかわ りあ う人間 の道徳観念 の欠如が もた らす 「孤立」を表 わ し,そ
してsectionIXに おいて,「 孤立」 を乗 り越 えた 「勇気」 とい う道徳
的観念を含め,themer連 体性」 と結論づけ てい る。
次に 同章 においてtheEasternerの 言 ったthegamblerの 描写 に
焦点を あてて考 えてみたい。theEasternerはthegamblerを,一っ'
の意味を有す る名詞 あるいは動詞ではな く,単 なる修飾語 としてた とえ.
ている。 これ は,thegamblerの 自己 の運命 を支配す る力の欠如 を表わ ・
している ものである。その点 で考えてい くとtheSwedeに は,運 命 を
支配す る力はthegambler以 上 に欠如 し,彼 の死 は,theSwede自 身"
が招いた結果 とな る。thegamblerにtheSwedeのHotelにおいて
の事件での運命 を支配す ることは不可能であ ることは明白であ り,も し
theSwedeが 相 手を,thegambler以 外 の三人 の男 の誰かを選 んでい・
た とすれ ば,theSwedeも 殺害 されず にすみ,ま たthegamblerも
「殺人」 とい う罪 を負わ な くてす んだ のである。 この ようにthemeを
自然主義的決定論 と仮定 した場合,theSwedeの 死に対す る責 任は誰1
に もな くジ連体性を通 して考 えた場合 と対照的な ものにな る。 しか し自
然主義的決定論 で この作 品を見 た場合,sectionVIIIま で の内容 は単
なる事件 の成 り行 きにす ぎず,sectionIXの 必要性が ない。
以上 のよ うに この作 品のthemeと して,「 連体性」 と自然主義的決
定論 の二つ を取 り上 げ ることが可能 であるが,sectionVIIIま での内
容 とsectionIXの 内容 は,お のお の孤立 した もので はな く,sectiorL
VIIIま で の結果がsectionIXに 集結 され た一貫 した ものなのである。
theSwedeの 死はあ くまで も事件の結果 であ り,そ の死の原因及 びr
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この作 品のthemeがsectionIXのtheEasternerの言葉 に描写 さ
れ てい るのである。
theEasternerの 性格か ら考えてみた場合,彼 は非常にmeekな 人
澗 でJohnnieの 不正 を見 て も黙 っていた。 しか し一 番冷静な人間で,
theSwedeとJohnnieのけんかをやめ させ よ うとしたの も彼 であ り,
一そ して彼 は勇気を もてず にtheSwedeだ けに,決 斗を させた ことを反
省 し,そ して最後に"Weareallinit"と 言 っている。 このthe
Easternerの 言葉 であ る"Weareallinit"とい う教訓 的な発言 は作
者Craneの 意志 であ り主張で あると考 え られ,ゆ えにsectionIXは 必
要 とな りthemeは 「人間 の連体性」 と考 え られ る。そ して この作 品最
後 のthecowboyの 言 った`・We11,Ididn'tdoanythin,didI?"13》
とい う疑問 の答 えは互 いの責任 であるとい う,theEasternerの言葉
で あ り,そ こで連体性の欠如に よる 「孤立」 が明白 とな る。
社 会において一人以上の人 間 と接触 を もった場 合,「 責任」 とい うこ
とは回避 できない問題であ る。 一人一人の責任 は連体性を生 み,そ し
て,そ の責任が消失 した場 合,孤 立 した人 間を生み 出 し,連 体 性は破壊
されて しま うので ある。 この道徳 的意 義が この作 品の,themeで あ り,
また作者Crane自 身が一生 悩み,そ して求め続け てきた ものの一つ で
あ ろ う。
NNotes
1)ア メリカの賭博師たちが行なっていた,AllFoursか ら派生した トラソプ
ゲームの一種であり,カ ー ドのそれぞれにポイン トがあ り自分の得たカー ドの
ポイソ トの合計が14ポ イソ トになると勝つゲームである。Ace,deuce,Jack,10
のカー ドが,そ れぞれ1ポ イン トであり5の カード(RightPedroと よぼれて
いる)と 同じ絵の5の カー ド(LeftPedro)は5ポ イン トとなっている。最初
に出された札と同じ組の札を出していくゲームなので5の カー ドが重大なカー
ドとなる。
2)THEWORKOFSTEPHENCRANE"THEBLUEHOTEL"p.96.
3)Ibid.,p.98.
4)Ibid.,p.110.
5)Ibid.,p.112.
,6)Ibid.,p.114.
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8)Ibid.,p.120.
'9)Ibid
.,p.129.
ユ0)Ibid.,p.129.
11)Ibid.,p.130.
12)Ibid.,pp.131-132.
13)Ibid.,p.132.
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